
サゴヤシ調査 ４月は一つの場所に集中して、一回のデンプン
抽出作業に関しての情報を可能な限り集めた。木の購入、
切った木の大きさ、太さ、葉の枚数、葉の長さ、葉痕の数、プロ
セスの詳細、ガソリンの値段、デンプンの重さなど測れる物は
全て測った。また愛媛大学の遅澤先生が 30年前から、
Malangke でサゴヤシの調査をしているが、その研究の中での
花序の研究と種子繁殖の研究を手伝わせてもらっている。サ
ゴヤシは米や小麦よりも昔から食べられているが、いまだに種
子繁殖の方法が確立されていない。

ソーマイ と呼ばれている肉団子がおいしく毎日食べて
いる。大体夕方に売りに来る。大きいのは一つRP.1000
小さいのは四つでRP.1000（約8円） と安く、いつも
RP.5000分買っている。味覚がインドネシアに適応してき
たのだろうか。初めてカプルン(サゴヤシの料理)がでて
きた時は嫌々食べていたが、いまでは出てくると嬉しい。

丸亀うちわ ここの小学校でうちわをはじめとした、香川県、日
本の文化紹介を行った。みんな興味津々で聞いてくれて嬉し
かった。1クラスのつもりでやったが、他のクラスの子ものぞき
に来ることになり、ここの小学校の半分くらいの生徒が来てく
れた。

ムスリムの結婚式 式の前に、親同士、親戚同士、たまに村長が会い、
結婚式の費用、日付の確認などを行う儀式がある。ムスリムなら必ず
行うとのことだ。結婚式の費用は全部新郎側が払うことになっており、
新婦の家では、必ず式を挙げる。新郎の家でも結婚式をやりたい場合
は、新婦の家のあとで行い、費用は新郎側が負担するとのことだった。
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Vol.1 インドネシア

藤田修太朗
さんは

見た！

◎農学部応用生物科学科
◎トビタテ！留学JAPAN
地域人材コース第7期生

◎2017年9月から2018年
8月までインドネシアで
サゴヤシの調査研究中

スラウェシ島・北ルウ県ウェラウィ村

【面積】約189万㎢（日本の約5倍）

【人口】約2.55億人（2015年）
【民族】大半がマレー系（約300民族）
【宗教】イスラム教が約87％
【言語】インドネシア語
【政体】大統領制、共和制


